
リノべーション前のやや冷たい白基調の外観（写真右）から、ファサードを木質格子等で覆い旅館風に

顧客ニーズと会館差別化に応える
“和”イメージへのリノベーション

　神奈川県の厚木市と寒川町を商圏に事業展開する 
㈱神奈川葬祭（社長伊東利明氏）の２号店「寒川斎場」
が2013年12月９日にリニューアルオープンした。
　同社は1977年、現社長の兄に当たる伊東恒治氏（故
人）が厚木市に創業。94年に厚木市の約10km南に位
置する会館空白エリアだった寒川町に進出、いまでは
同社全体の年間施行件数450件のうち30％弱を寒川町
での施行が占め、寒川町内（年間死亡数約400人）のシェ
アも３割に達している。
　寒川斎場はJR相模線寒川駅から徒歩５分、寒川町
の役場や図書館に向かうロードサイドに立地する。敷
地は2,640㎡の広さがあり、鉄骨造２階建ての建物は延
床面積490㎡、もともと１階に式場、２階に会食室など
を配置したシンプルなつくりだった。94年の開業以来、
2007年と11年に２度改装し、エレベータの新設やカー
ペット・クロスの貼替え、外壁の塗替えなどで時代の要
請と経年劣化に対応してきた。
　しかし、家族葬、小規模葬などがふえ、時代のニー
ズに対応するべく、今回大規模な改修（リノベーション）
に踏み切った。リノベーションにあたって重視したのは、

「保冷庫付き面会室（遺体安置室）の新設」と「ゆった
りとした遺族控室の確保」の２点。これまで面会室は、
厚木市に設置した１号店「県央会館」（1990年開業）に
しかなく、地域の方が気兼ねなく故人に面会できるよう、
面会室を同斎場内に新設した。また、いままでは広間・
会食室で通夜を過ごしていたが、プライベートなくつろ
ぎの空間を確保するため、遺族控室とロビーラウンジを
独立して用意した。
　さらに、“洋”のイメージが強かった会館を温かみのあ
る“和”の葬送空間へと転換し、商圏内オンリーワンの
会館としたい差別化路線も今回のリノべーション計画の
柱に据えた。そこで、和の空間表現を得意とする設計
会社の協力を仰ぎ、建物前面を木質格子等で覆い、エ
ントランスホールから式場・面会室・導師控室、２階の
会食室・遺族控室・ラウンジまで、すべての天井や柱な
どに木質材を多用し、壁や照明などもこだわりの和風
デザインとした。
　リニューアル開業後は１週間で４件の実績。利用者か
らも、従来とはまったく異なる雰囲気に「旅館感覚で利
用でき、気持ちも落ち着く」と好印象だ。



会葬者約70人が着席できる式場。壁や床、カーテンなどもアースカラーで統一し、温かみを演出する

広さ8畳の遺体安置室兼面会室。写真正面に横置きタイプの
保冷庫2基を配する

洋室仕上げの導師控室は６畳の広さ

1階のほぼ全フロアを占めていたリノベーション前の式場（上）
とエントランスホール

エントランスホール。正面扉向こうが式場に当たる

Before



温かみのある“和”の雰囲気を醸す会食室（約50席）

独立性を保った10畳の遺族控室 オープンキッチン背面のパントリーからは、できたて
の料理が供される

会食室入口前のラウンジ

リノベーション前の会食室。奥に畳敷きスペース 遺族控室（リノベーション前）

Before



　 　　　　　　　　　施設概要

寒川斎場
神奈川県高座郡寒川町宮山133-2
0467-73-4444
　　　 2013年12月9日（開業1994年）
㈱神奈川葬祭
2,640㎡
490㎡
鉄骨造2階建て
　1階　式場（約111㎡）、導師控室（約9.5㎡）、遺体安置室兼面会室（約16.5㎡）　ほか
　2階　会食室（約75.7㎡）、遺族控室（10畳）、パントリー（15.7㎡）、事務所　ほか
70台
約5,000万円（備品等含む）
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■ 名　　 称
■ 所  在  地
■連 絡 先
■リニューアルオープン
■ 事業主体
■ 敷地面積
■ 延床面積
■ 建物構造

■ 駐 車 場
■ 改 装 費
■ 設　　 計


